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Ⅰ 序
経営社会学は，労働者の経営生活と認識対象とする1)。生活は，時間と空間において展開
される。経営生活においては，その時間は，労働時間として展開される。労働時間は，経営
社会学の認識対象として把握されうる。
労働は，本来，人間と自然との関係において生ずる。したがって自然現象として考察され
うるが，経営における労働は，経営において行なわれ，あるいは，経営との関わりにおいて
行なわれるが故に，社会現象として把握され，考察される2)。経営における労働時間の在り
方は，１つの社会現象として把握される3)。
社会現象の認識は,「その社会現象を生ぜしめている力，あるいは，運動の論理に従って
得られる」という仕方において得られる。本稿は，経営における労働時間という社会現象を，
その現象を生み出した力，その現象を展開させる運動との関連で考察しようとするものであ
る。
労働者は，経営生活の主体である。経営における，あるいは，経営との関わりにおける労
働時間は，経営生活の構成的要素であり，労働者との関連で考察される。経営労働時間4)が
取りあげられるのは，労働者との関連においてである。経営労働時間は，労働者という人間
にとっての意味において問題とされる。自己目的としての人間にとって，経営労働時間は，
どのような在り方をしているか？ 本稿は，この問題連関において，経営労働時間を考察す
る。
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1) 経営社会学においては，労働者の生活を，経営外生活と経営生活の２つ領域に分ける考え方がある。
経営生活は，労働者の生活にとって構成的要素として把握され，経営社会学の認識対象とされる。
2) 経営社会学，例えば，ゲッツ・ブリーフスの経営社会学においては，経営は次のように定義される。
経営とは「多数の人間が，１つの目的―手段のシステムの助けをかりて，現在の欲求充当のために協
力するところの制度的社会構成体」のことである。(Briefs, G. : 	
und Betriebsleben in
der Industrie, Zur Soziologie und Soziolpsychologie des modernen Grossbetriebs in der Industrie, 1934,
Stuttgart, S. 2）
3) 社会事象という表現もあるが，ここでは，自然現象との対比を意識して，社会現象という表現に従
う。
4) 経営における，あるいは，経営との関連における労働時間を，以下，経営労働時間と称す。
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Ⅱ 時間構造と社会形態
ギュンター，シャルフは言う｡「時間と社会形態の間には，内的関連があるように思われ
る｣5) と。経営労働時間は，経営の存在を根拠づけている社会との関連で考察することが出
来る。ギュンター，シャルフは言う｡「産業資本主義の時間は，さまざまな著者によって，
量化された無意味化された客体化された測定された直線的抽象的……と
いった形容詞によって特徴づけられてきた。これに対して，前資本主義的生産様式の時代は，
質化された自然の職務指向的な生きている（gelebt)循環的という形容詞に
よって特徴づけられてきた｣6) と。以下，資本主義社会以前における時間構造と労働時間に
ついて考察する。
物質的基礎が農業と手工業であった社会における時間構造は,「職務指向的であり，自然
の労働―生活リズムに合わせられていた｣7) と言われる。
農業においては，生産活動は，抽象的な時間予定納期（Zeitvorgabe）によって想定されて
いなかった。それは，むしろ，自然の時間提供者（Zeitgeber）太陽に合わせられていた。
太陽の運動は，気候状態や，植物の成長や機能期間を構成する。土地の耕作において，生き
た労働は，季節が前もって与える機会と強制に対応していく。自然のリズムは，１つの循環
時間を構成し，農業労働の内容や長さや強さを規定する。一定の労働は一定の季節に，ある
いは１日の一定の時間になされねばならない。労働時間の長さは，仕事の遂行によって規定
される。労働行為の集中度は，なされるべき仕事の内容に指向される。労働時間の長さは，
したがって生産の範囲は，農業生産者自身の必要によって規定される｡「この労働の目的は，
価値創造（	
）ではなく―他人の，すなわち余剰生産物と交換するために，余
剰労働をおこなうかもしれないけれども―その目的は，個々の所有者の，および彼の家族の
維持であるのは，全体の共同体のそれと同様である｣8)。そして「循環的に繰り返され，日没
―日の出という１日の経過において，並びに，１年の経過においては季節に指向された，仕
事指向的時間区分は，労働（時間）と非労働（時間）の意識的分離が前もってなされること
なく，労働のリズムを超えて，農業生産者の全体の生活リズムを規定した｣9) のである。
封建時代における，封土依存農民の農業―家政経済の時間構造は，封建領主のための超過
時間労働への強制によって，彼らの時間処理において，１部は封建領主の支配的な命令の下
におかれていた。その命令は，自然機関としての太陽と並んで第２の時間構造を形成した。
中世の手工業は，農民の家族経済と全く同様に，自己扶助を指向したものであった｡「都
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市手工業においては，それは本質的には交換に基礎づけられ，交換価値の創造に基礎づけら
れているけれども，この生産の直接的な，主たる目的は，手工業者としての生計であり，手
工業親方の生計，したがって，使用価値である｣10)。
手工業生産の使用価値指向は，先づ注文によって生産され，匿名の市場のために生産され
るのではない，という事実から，第２に，手工業親方の資本は，直接的には使用価値に（彼
の職業的能力資格，彼の職人見習の能力資格，手工業，などに特殊的に）結びつけられてい
る，という事実から生じていた。生産の使用価値指向は，その表現を中世の労働過程の一定
の時間構造においてのみならず，手工業家政経済や，中世の都市の共同体の時間構造の中に
見出した11)。注文による労働及び直接的な労働過程そのものが，リズムを決める可能性が，
仕事指向的時間区分を構成する。
時間構造化の第１の機関は家長としての手工業の親方であった。時間は，しかし，他のも
のと並ぶ１つの秩序観点であるにすぎない。手工業家政の秩序構成体の中心的カテゴリーは，
手工業親方の家族及び彼の下に住み込んでいる職人や見習いの生活共同体としての家全体で
あった。家全体の秩序構成体の枠において，家長は，生産活動の時間を構成し，その場合，
彼は教会，都市参事会及びツンフトの優先を考慮しなければならなかった。すべての時間構
造化の共通の関連枠組は太陽の自然のリズムであった。手工業の時間構造化の決定的な機関
として機能したのはツンフトであった。
手工業的生産過程の拘束的規則は，すべてのツンフト構成員と彼らの家族の適切な生計を
保障することであった。他のツンフト構成員の負担になるような超過労働は，労働時間，食
事時間，休憩，閉店時間，日曜日，祝日などに関する詳細な規則によって，ツンフトカレン
ダーの中で取り除かれていた。ツンフトの規則は直接的労働過程にだけ及んだのではなく，
ツンフトに所属する者の全体の生活の仕方にも及び，その時々の社会状態に相応した生活の
保障に合わせられており，効率性基準をともなう経済合理性に従わない価値と規範を指向し
ていた。社会的価値や人間的必要が，効率的評価の観点に下属させられていない経済様式は，
｢道徳的経済（sittliche )」として特徴づけることができる12)。
手工業者の労働は，手工業者に１日の仕事として現われる具体的な職務の遂行に向けられ
る。そして，日の出，日の入が時間的枠組を形成していた。食事のための，また通常のある
いは時折の礼拝に行くための労働の中断，本来の職業労働と全く関係のない気晴らしや休養，
社交や交際などのための労働の中断は，全体労働時間の有機的構成要素であった13)。
15～18世紀の間の，手工業者の労働時間の延長は，発展する商品生産の，商業資本主義時
代の，生産の増々の交換指向の結果であった。このことは，生産資本主義時代の大いなる出
発点をなした。貨幣・労働・時間は，近代的経済社会の構成要素として，その出発点におい
経営社会学と労働時間 13
10) Marx, K. : a. a. O., S. 411f.
11) Scharf, G. : a. a. O., S. 31.
12) Scharf, G. : a. a. O., S. 32.
13) Scharf, G. : a. a. O., S. 33.
て展開される。
商品交換の増大は，商品価値の自主的表現を求めた。貨幣の意味は，あらゆる商品の一般
的等価物として，価値尺度として機能するにまで成長した。貨幣を媒介とする商品交換は，
その商品の特殊な性質を無視して，何か共通のもの，量に還元することを前提とする。この
共通のものが価値の実態であり，人間労働一般である｡「労働生産物の有用な性格とともに，
その中に表わされている労働の有用な性格が消失し，従って，この労働のさまざまな具体的
な形態も消失し，最早や区別されず，すべて同じ人間労働に還元される。すなわち，抽象的
労働に還元される｣14) のである。
さまざまな，しかし，その実態においては同じ商品の交換は，労働時間が尺度である一定
の価値の大きさにおいてなされる｡「労働それ自身の量は，その時間の長さで測定され，時
間の長さは，再びその尺度を一定の時間部分，時間（Stunde)，日，等々で決定する｣15) ので
ある。商業資本主義の生成とともに時間の質的変化がはじまったのである16)。
その時間は，同一形式性と量（長さ）に関心がもたれ，計算されたものとなる。この新し
い時間は，その経済的基礎を，商業資本家の，彼らの資本の可能な限り速い回転に向けられ
る利害指向の中に有している。商人は，新しい抽象的な時間意識の，最初の主体的担い手で
あった17)。商人の時間指向は，先づ彼らが雇っている店員の労働時間，後には，商業資本に
依存するようになった手工業者の労働時間が延長されることに導いた。
商業資本主義の生成によって導かれた時間の意味の，社会的に新しい規定においては，時
間は，効率観点の下に管理されるべき１つの資源となった。この新しい時間意識の第１の影
響は労働時間の延長であった18)。商人資本への依存は，同時に，手工業者たちの時間指向に
根本的変化をもたらした｡「労働時間は，１人の顧客の欲求の具体的な充当に最早や限られ
ないのである―彼の商品の，原則的には限りのない販売に関心をもつ商人の注文において，
労働時間は，つねに連続的に且つ集約的になる。従って，手工業の労働時間は，それ以前の
意味内容から，および人間的リズムとの密接な結びつきから解きはなされるのである｣19)。
資本家的諸条件の下で生産される商品の販売は価値法則に従う。商品の販売は商品価値の
比較に基づいておこなわれる。その商品の価値の実態は抽象労働であり,「区別のない人間
労働，すなわち，その費消の形態を考慮しない人間労働の費消｣20) である。価値の大きさの
尺度は労働時間である。すなわち，ある商品の生産に必要な労働の「現にある社会的―正常
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な生産条件と労働の熟練や集中度の社会的平均による｣21) 長さである。
資本の使用過程においては，労働は時間尺度に従ってのみ計算に入れられる。量的大きさ
としての時間測定は，時間を抽象的時間として規定し，その計量化は抽象的時間尺度と抽象
的時間構造を構成する22)。賃労働者たちは，彼ら自身の生活時間に対する支配権の１部を譲
渡する。自己の時間と，他人によって規定され没収された時間との分離，労働者の生活時間
の資本の命令の下への従属は，資本家的生産過程において，日労働時間の必要労働時間と剰
余労働時間への分離による１つの２重化を経験する。
先づ，労働日の，必要労働時間を超える延長を通して，資本家の資本家的生産過程に対す
る関心が，すなわち「使用価値のみならず，価値，価値のみならず剰余価値｣23) を生産する
という関心が貫徹される。必要労働と剰余労働の区別は，資本家的生産過程の飛躍点である｡
「価値増殖過程は，一定の点を超えて延長された価値形成過程以外の何ものでもない。価値
形成過程が，資本によって支払われた労働力の価値が１つの新しい等価物によって代替され
るまでしか継続されないならば，その価値形成過程は，１つの単純な価値形成過程である。
価値形成過程がその点を超えると，その価値形成過程は価値増殖過程となる｣24)。
個別資本家自身は，競争の強制法則の下にある。資本の価値増殖運動及びその運動の際限
のないことにおいて，労働時間の短縮は，一般には個別資本家自身から導かれることはない
であろう。資本の価値増殖運動の際限のなさに対しては，自然的なあるいは社会的な制約が
対抗しない限り労働日を延長させる傾向は取りついたまゝである。労働時間の短縮は，先づ，
歴史的には労働組合という形においてその表現を見るところの，労働者の社会的運動を通し
て強制されざるを得ない25)｡「労働時間の発展は，資本の論理から演繹されるのではなく，
資本と賃労働の関係から……説明されねばならない｣26)。
Ⅲ 労働時間短縮のための闘いの出発点としての賃労働関係
資本家的生産過程においては，価値生産―剰余価値生産が目的であり，この目的を実現さ
せることがその生産の原理である。この生産過程に関わる賃労働者は，彼らの労働や労働時
間において，この原理に支配される。この原理は，彼らの労働時間を限りなく延長させる傾
向を有している。この原理の下においては，賃労働者の労働（時間）の在り方は，自己目的
としての賃労働者の人間としての在り方と対立する。労働主体である賃労働者の自己目的の
実現は，価値生産―剰余価値生産という資本の原理から導かれる労働時間延長に対抗するこ
とにおいて達成されるべきものとなる。そこでは，労働時間は，賃労働と資本の一定の関係
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の表現27)として現われる｡「資本と労働の絶え間のない闘争において，資本家は絶えず労働
賃金を実質的に最小にし，労働日を実質的に最大にしょうとし，他方，労働者はそれと反対
方向に圧力をかける｣28)。
賃労働者の，資本家的生産過程における利害は，彼らの労働力商品の性質，労働市場にお
ける労働力商品の販売条件，資本によるその使用条件に関係する29)。賃労働者の利害は，基
本的には３つに分けることができる，
―職場の保障に対する利害
―労働力の販売における出来るだけ高い賃金に対する利害
―労働力の維持に対する利害。
「賃労働者のこれらの基本的利害の中に労働時間短縮要求を指示する契機が含まれている30)。
賃労働者は，労働市場とどのように関わり，どのような状況におかれているか。賃労働者
は，労働力商品の所有者として，労働市場においてはこの商品の供給者として現われ，資本
はこの商品の需要者として現われる。労働力商品の需要者と供給者は，この商品の価格であ
る「賃金」を目安にそれぞれ需要量と供給量を増減させることによって，均衡価格である
「賃金」においてこの商品の需給量が決まるならば，労働力商品市場において，その市場機
能がはたらいたことになる。労働力商品市場は，その市場メカニズムが機能する条件を充分
にもっていない。労働力商品の需要者である資本は,「賃金」という価格に適応させて労働
力商品の需要を増減させることが出来る。しかし，労働力商品の供給者である賃労働者は,
「賃金」という価格に適応してこの商品の供給を増減させることは出来ない。賃労働者は一
般に貧しく，彼らの労働力商品を売ること以外に，彼らがそれでもって生活できるものをも
っていない。個々の労働者は，彼らの生命を維持していくためには，常に労働力を売ること
を強いられている。あるいは，賃労働者は，彼らの商品を将来のより有利な市場のために保
持することは出来ない。彼らには，彼らに提供されている諸条件の下に従うこと以外に何も
のも残されていない31)。また，市場メカニズムが機能するためには，需要者も供給者も，市
場についての，需要と供給，価格などについての，完全な知識をもっていることが前提にな
っている。労働力商品に関しては，供給者と需要者が同じように市場についての知識をもっ
ているとは言えず，需要者の方がはるかに多く，正確な情報をもっている32)。従って，労働
力商品市場においては市場メカニズムは機能せず，需要者と供給者の力関係が機能すること
になる。賃労働者は，労働力商品市場において明らかに不利な状況にある。
賃労働者は，労働力商品市場において不利な状況におかれているだけではない。労働力商
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品が他の商品とは異なった性格をもっていることが，賃労働者の状況を更に不利なものにす
る。労働力商品は，その所有者である賃労働者と不可分である点で他の如何なる商品とも異
なっている。労働力商品以外の一般の商品は，その商品が売買され，その所有権が移転すれ
ば，その商品は，その商品の元の所有者の，売り手の手からはなれて買い手に移転し，買い
手は買い求めたその商品を自由に支配する。しかし，労働力商品は，売買されその所有権が
買い手に移転し，買い手の自由に支配されるとしても，労働力商品は，元の所有者である賃
労働者と不可分であるが故に，売買が成立しても，元の所有者である賃労働者からはなれて
買い手の手許に帰することは出来ない。労働力商品は，売買されても，元の所有者である賃
労働者と不可分に買い手の手許にその所有権が移転することになる。労働力商品は，売買さ
れ，その所有権が買い手に移転し，買い手がそれを自由に支配することは，その商品の元の
所有者である賃労働が買い手である資本の自由な支配の下におかれることを意味する。この
意味で，賃労働者と資本は，支配と被支配の関係におかれ，具体的な労働過程においてこの
関係が貫徹される。また，労働力商品は，他の商品のように最初から商品として生産された
ものではなく，人間それ自身以外のなにものでもなく，その所有者によって任意に生産され
たものではなく，その所有者は，その実在に対して責任はない。人間はそれ自身の外部の目
的になるのではなく自己目的である33)｡「労働者の彼の人格の買い手に対する従属性は，そ
の買い手が労働者の人格の滞在場所（Aufenthaltsort）について規定するだけでなく，労働
者が彼の時間を使用する仕方についても規定することによっても現われる｣34) のである。
資本家は，労働力商品を，他のどんな商品とも同じように使用価値と価値の単位として買
う。貨幣所有者は，労働力の１日の価値を支払う。彼は，従って，１日の労働力商品の使用
価値を自分のものとする。労働力の消費が資本家的生産過程において如何なる長さにおいて
なされるか，ということははっきりしていない。しかし，その下限は必要労働時間，すなわ
ち，労働力の再生産のために必要な時間である。資本家的諸条件の下では，……労働日は，
必要労働時間より長くなければならない。上限は，先づ労働力それ自身の肉体的限界から生
ずる。それは，いづれにしても24時間という１日の自然の長さ以下でなければならない。こ
の上限に道徳的要素が加わる。労働者は，精神的，社会的欲求を満足させる時間を必要とす
る。その時間の長さや範囲は一般的文化水準によって規定される35)。
労働力商品の所有者である賃労働者は，その商品の価値を要求するが故に正常な労働日を
要求する36)。年齢等を通じての自然の消耗を度外視すれば，明日は，今日と同じ力，健康，
新鮮さの状態でもって労働する能力をもたなくなる。賃労働者は，正常な長さの労働日を要
求する。
労働日を制限することは，資本の蓄積過程において，賃労働者の労働力の維持に対する利
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害を実現することに結びつく。労働が資本の下に包摂され，技術的，労働組織的変化，生産
諸条件の絶えざる革新においては，実際には労働強化の方策が含まれる。賃労働者は，労働
時間短縮のための運動において，過度の，早期の消耗から彼らの労働力を保護する利害を表
現している37)。
労働時間の短縮は，絶えず資本家的生産過程に反作用を及ぼす。資本は「あらゆる力と完
全な意識でもって相対的剰余価値の生産｣38) に，突進する。資本は労働日の短縮において，
労働力商品の価格をそれ以下にさげるならば資本は何ら損害をうけることはない。賃労働者
の労働時間短縮のための運動は，資本家的蓄積の一般法則に影響を及ぼし，その法則の作用
を控えさせる努力である。資本家的蓄積過程においては，他方，資本の有機的構成の高度化
が進展し,「資本の価値増殖にとって過剰な，したがって余分な，あるいは過剰人口を生み
出す｣39)。
賃労働者は，彼らの労働組合的結合を通じて，彼ら自身と資本との力関係を変え，資本家
的蓄積過程の一般法則の修正のための１つの前提を創る。労働時間短縮は，したがって，よ
り多くの賃労働者のための雇用を生み出す可能性を含む。
賃労働者の賃金利害も，賃労働者に，労働時間短縮要求に指示を向ける。賃金利害は，労
働力と賃金との交換において，労働力商品の価値をその価格として実現させることを指向す
る。賃金と労働力商品の価値が一致しなければ，労働力商品の価値がその価格として実現さ
れたことにならない。
賃金は労働力商品の価格であり,「資本家が一定の労働時間に対して，あるいは一定の労
働提供に対して支払う貨幣金額である｣40)。労働力商品の価値は，これに対して,「他の如何
なる商品と同様，この特殊な商品の生産，したがって再生産のために必要な労働時間によっ
て規定される。労働力は価値である限り，その中に対象化された一定量の労働時間を表わす。
労働力は，生きた人間の素質としてのみ存在する。……労働力の生産は彼自身の再生産ある
いは維持にある。その維持のためには，生きた個人は一定量の生活手段を必要とする。労働
力の生産に必要な労働時間は，従って，この生活手段の生産に必要な労働時間に分解される，
あるいは，労働力の価値は，その所有者の維持に必要な生活手段の価値である｣41)。労働力
商品の価値規定において，労働日の長さの規定におけるのと同様，１つの歴史的―道徳的要
素が入り込む。それは，大部分，その国の文化水準に依存している42)。
賃金は，賃労働者の肉体的生存の最小限を保障しなければならない。労働力の価値がこの
最小限をどの程度超えられるかは，歴史的に発展する賃労働者の欲求によって規定される。
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労働力商品の価値がその生産及び再生産に必要な生活手段の価値によって規定されることは，
従って弾力的である。労働組合の主たる機能は，労働力商品の価格がその価値に相応する前
提を創ることである。
労働時間短縮の要求は，既述の，３つの賃労働者の基本的利害と関連するだけではない。
この３つの基本的利害は，賃労働者の経営生活と直接関わるものである。労働時間短縮の要
求は，賃労働者の経営外生活とも関わる。賃労働者の労働時間短縮の要求は，彼らの生活時
間の取りもどしに対する要求をも意味する43)。
資本家的生産過程においては，労働力をはたらかせること，すなわち，労働は，労働者自
身の生命活動であり，彼自身の生命の表現である。労働者は，この生命活動を必要な生活手
段を確保するために第三者に売り渡す。彼の生命活動は，従って，彼にとって生存すること
が出来るための１つの手段である。賃労働関係の外部で生きるために，賃労働を通じて貨幣
を得るという指向は用具的指向と称されるが，労働時間短縮の要求は，労働者の用具的指向
の表現としても理解することが出来る44)。労働時間短縮の要求運動は，したがって，むしろ
生活時間の取りもどしの過程として理解される。
Ⅳ 結 び
労働時間の短縮は，賃労働者の人間としての自己目的と結びついている。それは，決して
資本の論理から導かれるものではない。資本家的生産過程においては，労働力商品の所有者
である賃労働者は，資本の論理，すなわち，価値生産，剰余価値生産目的を実現するという
資本の論理を貫徹するための手段として位置づけられる。しかし，賃労働者は人間として自
己目的的存在であり，資本家的生産過程において資本の論理のための手段視されることは，
賃労働者の人間としての在り方と対立する。労働時間短縮の要求は，賃労働者の人間の取り
もどしの運動と結びつくものである。
労働時間短縮は，つねに，賃労働と資本の関係の表現として，社会関係として理解される。
この社会関係において賃労働の側を代表するのが労働組合である。したがって，労働時間短
縮は，労働組合の本源的目標である。
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Industrialsociology and Warkinghour
Yutaka OMOJI
The Businesslife is a Subject of Industrialsociology. Warkinghour is a Important Element in the
Businesslife. Shorttening of Workinghour is a most Interesting matter for workers, but the
Managemet does not want it. So the Devision of Workinhour is an Expression of the Industrial
Relations. Shortening of Warkinghour Belong to a Self-object of Workers, not of the Managemen.
Shortening of Workinghour Should be Studied in Relations to the Self-object of workers.
